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お正月（ミャンマー編）

１．はじめに
　ミャンマー大使館（東京都品川区）は、桜
並木に囲まれた小高い丘の上にあります。そ
の桜が散り始める４月中旬、本国ミャンマー
は新年を迎えます。本稿では、ミャンマー人
の暑くて熱いお正月の様子を紹介します。

２．Water Festival
　ミャンマーのカレンダーでは、４月中旬
（2014年は４月12日～ 21日）に祝日が設定さ
れます。この時期に、新年を迎えるお祭り”
Water Festival”が開催されます。ミャンマ
ー人にとって、最も暑い時期に行われる、最
も熱いお祭りです。Water Festivalの開催期
間中は、行政機関をはじめとして、多くの商
店がシャッターを閉め、町中がお祭りムード
一色になります。
　Water Festival は、バガン王朝（849 ～
1298年）の時代から続く伝統行事。人々は、
心身の邪気払いと平和への祈りを込めて新年
を迎えるべく、互いに水を掛け合います。
　Water Festivalは、誰でも参加可能。国籍
はもちろん、性別や宗教も問いません。
　Water Festivalの楽しみ方は人それぞれ。
例えば、若者は、水の掛け合いを楽しむ一方

で、年配者は、修道院で、ダルマの教えに耳
を傾けます。
　Water Festival で は、 音 楽（Thingyan 
music）も見所の一つ。人々は、伝統的なメ
ロディに乗って、歌や踊りを楽しみます。特
に、ミャンマーのシンボルともいえるパダウ
（padauk）という花の色にちなんだ鮮やかな
黄色い衣装と髪飾りを身に付けた踊り子に
は、多くの聴衆の目が集まります。ミャンマ
ーの女性は、このパダウカラーの衣装に身を
包むことに誇りを覚えるほどです。

３．正月料理
　Water Festivalの期間中は、ミャンマーの
各地で様々なお正月料理が食卓に並びます。
ここでは、その一例を紹介します。
●モンロンイェポウ（mont lone yeibaw）…
椰子糖入りの餅を茹でたもの。ココナッツパ
ウダーをまぶして食べる。
●チェンドル（mont let saung）…東南アジ
ア全域に広がる伝統的な菓子。ココナッツミ
ルクに米粉のゼリーを混ぜたもの。
●シェインアイ（shwe yin aye）…ココナッ
ツクリームのシャーベット。パンや寒天をコ
コナッツミルクにまぜたもの。独特の食感が
特徴。
●ティンジャンライス（thingyan rice）…モ
ンという仏教徒の祭事で食べられる伝統的な
料理。米、魚の干物に揚げ玉葱のチップを散
らして食べる。
●モヒンガー（mohinga）…米粉の麺を魚の
スープで食べる。ベトナムのフォーに近い。
正月に限らず、ミャンマーでは朝食としても
ポピュラーな料理。
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〈2014年４月のミャンマーのカレンダー〉
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〈モヒンガー〉

４．習　慣
　Water Festival期間中は、ただお祭り騒ぎ
をするだけではありません。人々は、正月が
近づくと、家中のありとあらゆる場所の大掃
除に取り掛かります。大掃除にひと段落着く
と、今度は飾り付け。家庭の準備が万端にな
ると、人々は、金品を寄付するためにパゴ
ダ１へ繰り出します。なお、パゴダは、ミャ
ンマーの人にとっての心の拠り所。大小様々
なパゴダが、ミャンマーの各地に点在してい
ます。平日の夕方でも、パゴダには老若男女
が集い、祈りを捧げています。
　日本と同様に、離れて暮らす家族の元への
帰省ラッシュの時期でもあります。ミャンマ
ーの人々にとって、年長者（特に、両親）は
とても大切な存在。一年の計を立てるこの時
期は、そんな最愛の家族と共にお袋の味に舌
鼓を打って一年の労を癒します。
　この時期は、仏教徒にとっても重要な時
期。大人は、お清めの儀式に参加し、子供
は、修道者見習いになるための儀式に参加し
ます。Water Festivalで心の底から盛り上が
った後、宗教行事で心身を清め、新年のスタ
ートを切る。これがミャンマースタイルで
す。

５．むすび
　ミャンマーの正月は、一年で最も熱い時
期。日本人にとっては、屋外を歩くのもツラ
イ季節ですが、Water Festivalに参加して、

新年度のスタートを切ってみてはいかがでし
ょうか。
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